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　3・流星雨の日出を，それから，元期によって調節し，輻射瓢の位置は1932
年の歳差を修正した．日毎に“重み“を附けて李均したが，1899年十一．月15日
の輻射鮎は，1900年に1日のすれがあるのを考慮して，同16日．の位置と共に
李均した．
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上表の李均位置には，1928，1930，1931年（爾ほ，1920年も加味して）の槻測
から，勿論僅少ではあるが，輻射黒占移動の實謹が見えてみる・
　1930年には，十一月16日にB．A．　A，の流星課の人々によって観測された流
星の實経路から，獅子座流星の輻射鮎を11個得たし，又1931年十一月16日に
も同檬なもの7個を得た．此等18個の輻射鮎を，皆1932年十一月16日．5へ修iE
して，重みを附けて卒均した所では，152．。6＋21．。8である．回れは。上に
掲げた十一月16日．09の：・F均位置に非常に近く一致してみる，殊に凡そ0．4日
に相乱する移動を許すとすれば．
　4．こうして算出した輻射貼の緯度を研究すると，9041高いふのが観測に
最もよく合ふこととなる．故に移動輻射黙は常に此の緯度を維持してみるも
のと假記し，省ほ，毎日10つつの移動があるとして，次のやうにグリニチ夜
掌に相當する推算をした．
　　　　　　　　　　　　獅子座流星の輻射艶推算表
・932年・・一チ天描廉 恥赤 緯
11月 12．5日
］3，5
14，0r
15．5
16．5
17．5
18，5
148．03
ユ49．3
150．3
151．3
152．3
153．3
154．3
十　23．02
十　22．8
十　22．5
十　22．1
十2］．8
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　推算は最後に少しく延長してある，何となれば，獅子座流星は此の全期聞
にわたり（回れ以上ではなV・としても）多くの観測者が見たのだから．（M・N・
95，エ09，1932年11月8日）
